
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

登別小・中学校区の児童生徒の健康の状況と、その改善に向けて協議する標記会議を、平成２４年か

ら、実施しておりますが、第１３回目を、１２月１９日（木）に無事実施することができました。 

 本校と登別中学校の両養護教諭が作成した資料を用いて、両校児童生徒の健康状況や課題、また、取組

について説明したのち、参加者が感じている『こころとからだの健康改善に向けた取組について』の現状

や課題、また、どのように児童生徒の健康・安全を確保していくか、について、積極的な意見交換を行っ

ていただきました。 

 以下、写真とともに、説明資料の簡単な紹介、また、意見として出た主なものについて紹介します。 

参加者の皆様から頂いた、貴重なご意見は、今後に学校運営の改善に生かしてまいります。まことにあ

りがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登別市立登別小学校 コミュニティ・スクール通信 令和６年１２月２０日発行   No.５ 

 

 

 

 

 

 
 

 

    と べ            お に や ん ま 

登別小 HP：http://www.noboribetsu.ed.jp/~nb_info/ 

 

 

小学校では、未処置歯がそのままになっている児童が多い。 

中学校では、その割合は少ない。 

歯垢残りや、歯肉炎のリスクもあり、丁寧な歯磨きが必要。 

学齢が上がると、視力Ａの児童生徒は減少。 

視力に合う眼鏡の着用が大切。 

生活リズム、電子メディアとの付き合い方など、要因は？ 

朝食摂食率は約９割。 

早寝早起きの定着は、児童は約 83％、保護者は

63％。（20％の意識の差！） 

スマホなど電子メディアは、所持率・使用時間とも

に、市内の平均より多い。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜両校の取組（ここでは、登小分のみ紹介）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者・ＰＴＡの皆様、学校運営協議会の皆様、登別地区 
地域の皆様、これからも、引き続き、登別小・中の子供た 
ちの健やかな成長のために、ご協力をお願いいたします。 

＜今年度の学校運営協議会の予定＞ ※ 学校の事情などにより、日程・内容の変更・ 

第５回  ２月２７日（木） 18:00-   中止の可能性もございます。 
○後期学校評価結果について ○学校関係者評価について 

○次年度の学校経営方針について ※第２回地域いじめ対策委員会を兼ねる 
 

・生活リズムは、体や心の調子と繋がっている。 

早寝早起き、朝食摂食、電子メディアなどなど・・・ 

・情報過多な社会・・・子どもの心も疲れがち。 

・心の疲れがたまると・・・ 

体への意識がおろそかになることも。 

中学校では、専門委員会の活動の充実や、食育の実践の推進で、生徒の健康・安全を推進している。 

＜グループ交流の際の、主な意見（一部抜粋）＞ 

・養護教諭からの説明に、保護者としても納得する 

部分が多かった。 

・何が何でも学校。という時代でもなくなってきてい

るのかもしれない…。しかし、学校は大切な居場所

として、子どもが安心して来られるようにする必要

がある。 

・保護者の生活リズムが崩れてきているのも影響して

いるのでは…。 

・スマホの普及率が昔に比べて高い。子供の使用率も

同様。親が子どものスマホ使用をどこまで制御でき

るかが大切では。 


